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PHOTOGRAPHS BY KOSUKE OKAHARA

BLUE AFFAIR

コザに漂う、記憶のかけら

沖
縄
・
名
護
市
の
新
米
軍
基
地

建
設
問
題
を
、
写
真
家
の
岡
原
功

祐
は
根
深
い
政
治
問
題
の
象
徴
と

し
て
、
主
に
欧
米
メ
デ
ィ
ア
の
視

点
で
撮
影
を
重
ね
て
き
た
。
抗
議

す
る
市
民
と
、
そ
れ
に
対
峙
す
る

警
察
官
ら
を
繰
り
返
し
記
録
す
る

な
か
で
、
ニ
ュ
ー
ス
の
枠
組
み
だ

け
で
沖
縄
を
捉
え
て
き
た
自
分
に

疑
問
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

取
材
を
終
え
、
帰
途
に
就
い
た

あ
る
日
、
岡
原
は
沖
縄
市
の
大
き

な
ア
ー
ケ
ー
ド
か
ら
続
く
シ
ャ
ッ

タ
ー
街
で
、
今
は
存
在
し
な
い

「
コ
ザ
」
と
出
合
っ
た
。

第
2
次
大
戦
後
、
米
軍
基
地
と

共
に
生
き
た
コ
ザ
市
は
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
特
需
に
沸
き
、
本
土
復
帰

を
経
て
1
9
7
4
年
に
隣
接
自
治

体
と
の
合
併
で
消
滅
し
た
。
70
年

に
米
兵
が
起
こ
し
た
人
身
事
故
を

き
っ
か
け
に
住
民
が
蜂
起
し
た

「
コ
ザ
騒
動
」
か
ら
、
12
月
で
ち

ょ
う
ど
50
年
に
な
る
。

岡
原
は
、
複
雑
な
歴
史
や
政
治

問
題
を
背
負
っ
て
き
た
こ
の
街
で
、

あ
え
て
そ
れ
ら
の
文
脈
か
ら
離
れ
、

偶
然
の
出
合
い
を
手
繰
り
寄
せ
な

が
ら
、
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
没

入
し
て
い
っ
た
。

「
コ
ザ
で
は
人
間
や
街
の
二
面
性

が
全
て
表
面
に
現
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
」
と
岡
原
は
言
う
。

「
優
し
い
け
れ
ど
暴
力
的
、
オ
ー

プ
ン
だ
が
シ
ャ
イ
、
ロ
ー
カ
ル
色

が
強
い
が
、
嘉
手
納
基
地
の
隣
に

あ
り
国
際
色
豊
か
。
二
律
背
反
の

事
象
が
予
測
不
能
に
交
錯
す
る
」

こ
の
街
に
憑つ

か
れ
た
岡
原
は
、

コ
ザ
を
離
れ
る
と
、
撮
影
し
た
風

景
が
夢
と
な
っ
て
現
れ
る
よ
う
に

な
り
、
何
度
も
戻
っ
て
は
、
街
に

よ
り
深
く
沈
み
込
ん
だ
。

混
沌
の
中
で
の
息
苦
し
さ
と
は

裏
腹
に
、
こ
の
場
に
と
ど
ま
り
た

い
と
願
う
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
拾

い
集
め
た
記
憶
の
か
け
ら
は
、
岡

原
の
熱
を
帯
び
た
「
夢
」
を
体
現

し
つ
つ
、
相
い
れ
な
い
真
逆
の
性

格
を
同
居
さ
せ
て
い
る
。
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右1折12（64）左1折13（65）

毎日あてもなくさまよい、偶然に任せて写真を撮った。

それは、海の中に沈んでいく感覚に似ている。

時として息苦しくなる混沌とした世界。

酸素が足りなくなってもずっと潜っていたいような、

そんな矛盾した渇望に支配された。
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Picture Power

右1折14（66）左1折15（67）

撮影：岡原功祐　1980年東京都生まれ。早稲田大学卒業、南アフリカのウィットウォー
ターズランド大学大学院中退。「人の居場所」を主なテーマに撮影を続けている。ドキュ
メンタリー写真家として欧米の主要誌、美術館、ギャラリーで作品を発表する一方で、
アートブック制作も精力的に行い、ドイツのアートフェアなどで高い評価を得ている

Photographs by Kosuke Okahara

コザから戻ると、撮影しているときの⾵景が夢に出てくるようになった。

夢から覚めると、また⾏きたいという気持ちが強くなり、コザに向かった。

またあの夢を見たい。またあの記憶の海の中に飛び込みたい。

記憶のかけらが、僕の夢を支配し始めた。


